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報道機関各社担当者 様

高知県教育委員会事務局

高等学校課長

県立高等学校の学科の改編について

平成 28年 2月 12日 の定例教育委員会において、県立高等学校の学科の改編

について 「高知県立高等学校の分校並びに課程、学科及び科の設置に関する規

則」の一部を改正 し、平成 29年 4月 1日 から施行することが別紙のとお り決定

されましたので、お知らせ します。
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高知県教育委員会事務局高等学校課

指導主事  市原 則和
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別紙

県立高等学校の学科改編について

平成 28年 2月 12日

高 等 学 校 課

2月 の定例教育委員会で、県立高等学校の学科改編について下記のとおり決定しました。

高知県立須崎高等学校及び高知県立須崎工業高等学校の学科改編について

1 学科改編について

平成 26年 10月 に策定された県立高等学校再編振興計画・前期実施計画に示された須

崎高等学校と須崎工業高等学校との統合案を受け、平成 31年度の両校統合に向けた学科

改編を行い新たな学校として魅力的な教育内容を整える。

2 学科改編の内容

(1)高知県立須崎高等学校

総合学科を募集停止し、普通科に改編する。

(2)高知県立須崎工業高等学校

工業に関する学科、「機械科、造船科、電気情報科及びユニバーサルデザイン科」を

募集停止し、工業に関する学科、「機械系学科 (機械専攻、造船専攻)、 電気情報系学

科 (電気専攻、電子情報専攻)及びシステムエ学系学科 (機械制御専攻、住環境専攻)」

に改編する。

3 学科改編後の学科及び専攻について

(1)普通科

徹底した学力向上対策に取り組み、国公立大学進学にも対応できる教育を実施する

と同時に、多様な学力層にも対応できるきめ細かい指導を行い、地域の防災リーダー

等、地域の核となり、支えとなる人材を育成する。

(2)工業に関する学科

ア 機械系学科

(ア)機械専攻…機械に関する知識、技術を修得し、自動車や鉄鋼の分野を中心とし

た企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

(イ )造船専攻…船舶の建造に関する知識、技術を修得し、造船関連企業の中核を担

うことができる技術者を育成する。

イ 電気情報系学科

(ア )電気専攻…電気に関する知識、技術を修得し、電力や施工の分野を中心とした

企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

(イ )電子情報専攻…電子 0情報技術に関する知識や技術を修得し、 ITやコンピュ

ータ制御・通信の分野を中心とした企業の中核を担うことができる技

術者を育成する。

ウ システムエ学系学科

(ア )機械制御専攻…ロボット制御に関する知識、技術・技能を修得し、数値制御機

械、産業用ロボット分野を中心とした企業の中核を担うことができる

技術者を育成する。

(イ )住環境専攻…いえづくり、まちづくりの知識とそれに伴う身近な木材や金属を

加工するための機械加工技術、電気の基礎的技術を修得し、住環境の

分野における企業の中核を担うことができる技術者を育成する。
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参考資料 1

須崎高等学校と須崎工業高等学校の統合イメージ

須崎高等学校と須崎工業高等学校の年度進行によるイメージ
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○平成 28年度までに、須崎工業高校、須崎高校に入学した生徒は、須崎工業高校、

須崎高校で卒業する。

○平成 29年度に須崎工業高校、須崎高校の新学科に入学した生徒は、平成 29・年度、

平成 30年度の2年間は須崎工業高校、須崎高校の生徒として学習し、平成 31年度

に高吾地域拠点校に移り、高吾地域拠点校の生徒として卒業する。

○平成 30年度に須崎工業高校、須崎高校の新学科に入学した生徒は、平成 30年度は

須崎工業高校、須崎高校の生徒として学習し、平成 31年度に高吾地域拠点校に移

り、高吾地域拠点校の生徒として卒業する。
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平成 29年度

平成 30年度

平成 31年度

以降

須 崎 高 校

(全日制普通科)

須 崎 高 校

(定時制普通科)

須崎工業高校

(全 日制工業科 3科 6専攻)

高 吾 地 域 拠 点 校

(全日制 普通科・工業科3科 6専攻 :定時制 普通科)

【3年生】

須崎工業高校

【3年生】

須崎高校 ・

【2年生】

須崎工業高校

【2年生】

須崎高校

須崎高校

須崎工業高校

【3年生】

須崎工業高校

【3年生】

須崎高校

【2年生】

須崎工業高校

須崎高校

須崎工業高校

須崎高校
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【3年生】

高吾地域拠点校

【2年生】

【1年生】
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参考資料 2

平成 31年度の統合を前提とした須崎高校の学科改編について

・高吾地域の拠点校として、学力を保証し、国公立大学進学にも対応できる学校
。多様な生徒の進路を保障できる学校
。地域と連携した防災教育、地域おこし活動に取り組み、地域を支える人材の育成により地域から信頼される学校

―地域の防災リーダーたる意識の醸成―

◎自分の中にある可能性に気づき、進路を開拓することができる生徒
。自主性 。自発性をもった生徒
・高い知性と学力をもった生徒
・豊かな人間性や社会性をもった生徒
・地域連携、地域に貢献する意識と実践力をもった生徒

全
日
制

現行 (～H28) 改編後 (H29～ )

総合学科

1学年 120名

・文理 I系列

・文理Ⅱ系列

。商業系列

。生活系列

普通科

1学年 120名

。文理コース

・教養コース

。「自分をつくる 進路をひらく (自 己開発 進路開拓 )」

地域で学ぶ自負と誇りをもち、強い意志をもつて進路を選

択し、進路実現に向けて努力できる生徒を育成する。

・総合的な学習の時間、LH等 を生かしたキャリア教育の充実

を図り、地域の防災リーダー等の地域の核となり、支えとな

る人材を育成する。

・週 31単位の授業を核にして、多様な学力層に対応できるき

め細かい指導を図り学力の伸長を図る。
・効率的な学校行事、部活動の活性化を図る。

*普通科、工業科で一つの学校となることを見据えて一体感を

醸成し、部活動等の課外活動の活性化を図る。

1 年 生 :全員同じ教育課程で学習し、徹底した学方向上対策に取り組む。

特に、大学進学を意識して入学した生徒に向けた国公立大学への合格を目指すクラスを編成し、 1学

級設けることにより進学指導を充実する。

2・ 3年生 :進路希望に応じて 「文理コース」、「教養コース」に分け、生徒一人一人の進路希望に対応する。

*文理 :国公立大学を中心とした四年制大学へ進学希望に対応する。

*教養 :多様な学力層の生徒にきめ細かく指導し、生徒一人一人の多様な進路希望に対応する。

全 学 年 :地域活性化のための活動や地域貢献の活動を通して、思考力・判断力・表現力を身に付ける。

1年生 文理 (Class l) Class2 Class3

2年生

3年生

及[I里 (文系・理系)

攻[王里 (文系・理系)

教 養 教 養

教 養 教 養
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参考資料 3

現 行
～H28

機 械 科

造 船 科

電気情報科

160名 120名

40名

機械に関する知識、技術を修得し、自動車や鉄鋼の分野を中心とした企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

①機械工学分野の基礎的な知識の習得 ②機械加工に必要な技術や技能の修得

③資格検定 技能士 (機械加工普通旋盤作業、機械保全、機械検査)、 溶接技能検定 (JIS)

船舶の建造に関する知識、技術を修得し、造船関連企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

①舶建造分野の基礎的な知識の習得 ②船舶建造分野lこ 必要な技術や技能の修得

③資格検定 溶接技能検定 (JIS)、 ガス溶接技能講習

電気に関する知識、技術を修得し、電力や施工の分野を中心とした企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

①電気工学分野の基礎的な知識の習得 ②電気や電力に必要な技術や技能の修得

③資格検定 第一。二種電気工事士、電気主任技術者試験 (電験三種)、 電気工事施工管理技士

電子・情報技術に関する知識や技術を修得し、ITやコンピュータ制御・通信の分野を中心とした企業の中核を担うことができる技術者

を育成する。

①電子・情報技術分野の基礎的な知識の習得 ② ITやコンピュータ制御に必要な技術や技能の修得

③資格検定 ITパスポート、工事担任者、基本情報技術者

じ

ロボット制御に関する知識、技術・技能を修得し、数値制御機械、産業用ロボット分野を中心とした企業の中核を担うことができる技術

者を育成する。

①ロボット制御工学分野の基礎的な知識の習得 ②ロボット制御、産業用ロボットに必要な技術や技能の修得

③資格検定 技能検定(機械保全)、 産業用ロボット教示作業特別教育、産業用ロボット検査等作業特別教育

いえづくり、まちづくりの知識とそれに伴う身近な木材や金属を加工するための機械加工技術、電気の基礎的技術を修得し、住環境の分

野における企業の中核を担うことができる技術者を育成する。

①いえづくり、まちづくり分野の基礎的な知識の習得 ②環境に配慮した安全で快適なくらしに必要な技術や技能の修得

③資格検定 福祉住環境コーディネーター、測量士補

就職率 100%の進路保障ができる学校

∩

技術 ‐技能の相互乗り入れによりヽ幅広い

・技術を身に付け、工業界の担い手を育成するも

・習熟度に応じた授業やきめ細かいカリキュラム編成により、

る基礎力を身に付けることを可能とする。

専門的な知識

専門性を追求す


